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『
創
元
会
創
設
の
父
』

　
中
野
和
高
先
生
の
偉
業
の
考
察

調
査
研
究
係
　
青
　
沼
　
美
智
子

１
　
プ
ロ
ロ
ー
グ

　G
lea
m
o
f
L
ig
h
t－

一
筋
の
閃
光
。
宮
城
県
美
術

館
で
中
野
和
高
先
生
の
作
品
「
少
女
」
（
１
９
６
３
）

写
真
①
と
初
め
て
出
会
っ
た
時
、
強
い
光
に
打
た
れ

た
思
い
が
し
た
。
そ
の
少
女
は
美
術
館
の
収
蔵
庫
に

整
然
と
並
ぶ
夥
し
い
作
品
群
の
中
で
、
瞳
か
ら
強
い

光
を
放
ち
毅
然
と
し
た
表
情
で
輝
い
て
い
た
。

　
２
０
０
７
年
新
設
の
国
立
新
美
術
館
で
各
団
体
の

先
陣
を
切
っ
て
第
六
十
六
回
創
元
展
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
れ
を
記
念
し
創
元
会
の
会
員
と
し
て
活
躍
し
、
会

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
先
生
方
の
特
別
展
が
同
時
に

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
会
の
創
始
者
の
一
人
と
し
て

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
中
野
先
生
の
作
品
を
特
別

展
に
展
示
さ
せ
て
頂
く
べ
く
私
は
宮
城
県
美
術
館
に

赴
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
重
要
な
作
品
を
自
ら
確
認
し
拝
借
す
る
と
い
う
重

責
と
共
に
、
初
め
て
入
る
収
蔵
庫
の
乾
い
た
匂
い
が

今
で
も
強
く
思
い
出
さ
れ
る
。
そ
ん
な
私
の
緊
張
を

見
据
え
る
よ
う
な
強
い
表
情
で
「
少
女
」
は
現
れ
た

の
だ
っ
た
。
先
生
の
描
く
女
性
像
は
１
９
２
７
年
に

第
八
回
帝
展
で
特
選
と
な
っ
た
「
婦
人
座
像
」
を
初

め
と
し
て
、
人
物
が
量
塊
と
し
て
描
か
れ
、
見
て
い

る
者
に
迫
っ
て
来
る
様
に
感
じ
ら
れ
る
。

２
　
時
代
背
景
と
歴
史

　
中
野
和
高
先
生
は
明
治
　
年
愛
媛
県
大

29

洲
に
生
ま
れ
た
。　

歳
の
時
東
京
美
術
学

18

校
入
学
の
た
め
、
牧
師
で
あ
っ
た
父
の
赴

任
地
の
仙
台
か
ら
上
京
し
、
黒
田
清
輝
の

指
導
を
受
け
る
。
大
正
５
年
美
術
学
校
に

入
学
、
同
窓
に
後
に
共
に
創
元
会
を
創
設

す
る
鈴
木
千
久
馬
先
生
、
後
に
無
二
の
親

友
と
な
る
前
田
寛
治
等
が
い
た
。

　
卒
業
後
渡
欧
し
、
佐
伯
祐
三
、
里
見
勝

蔵
等
と
親
交
を
深
め
る
。
帰
国
後
帝
展
で

連
続
特
選
、
無
鑑
査
と
な
り
帝
国
美
術
学

校
教
授
を
経
て
、
昭
和
　
年
鈴
木
先
生
等

16

と
共
に
創
元
会
を
設
立
し
た
。

　
「
僕
は
ま
た
一
方
、
新
し
い
研
究
団
体

を
つ
く
っ
て
互
に
励
ま
し
合
い
度
い
と

思
っ
た
の
で
、
（
中
略
）
同
世
代
の
鈴
木

千
久
馬
、
佐
竹
徳
等
の
諸
氏
と
俱
に
創
元

会
を
創
設
し
た
。
」
と
「
造
形
・
作
家
の

言
葉
」
の
中
で
語
っ
て
い
る
。
昭
和
　
年
33

芸
術
院
賞
を
受
賞
し
、
同
年
日
展
評
議
員

と
な
る
。

　
「
父
の
生
涯
を
顧
み
る
と
そ
の
画
業
の

大
半
は
創
元
会
に
あ
っ
た
事
が
痛
感
さ
れ

ま
す
。
」
と
ご
子
息
の
和
明
氏
が
語
っ
て

①
「
少
女
」
（
１
９
６
３
）

②
「
婦
人
座
像
」
（
１
９
２
７
）
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い
る
通
り
、
会
の
創
立
、
そ
し
て
第
四
回
展
か
ら
の

４
月
会
期
実
現
へ
の
尽
力
等
々
そ
の
功
績
は
枚
挙
に

暇
が
な
い
。
そ
し
て
昭
和
　
年
に
　
歳
で
急
逝
さ
れ

40

68

る
ま
で
数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
生
み
出
し
会

の
発
展
に
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。

　
中
野
先
生
が
上
京
し
た
大
正
３
年
に
勃
発
し
た
第

一
次
世
界
大
戦
は
日
本
経
済
へ
好
況
を
も
た
ら
し
、

先
生
初
め
里
見
、
前
田
、
佐
伯
等
数
多
く
の
若
い
画

家
た
ち
が
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
自
由
な
雰
囲
気
の

中
で
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
、
ル
ノ

ア
ー
ル
、
マ
チ
ス
等
に
憧
れ
渡
欧
す
る
。
し
か
し
パ

リ
で
は
こ
れ
ら
の
後
期
印
象
派
の
巨
匠
た
ち
は
既
に

過
去
の
栄
光
と
な
り
、
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
や
キ
ュ
ビ
ズ

ム
が
終
息
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
個
性
を
反
映
し
、
独

自
の
表
現
を
展
開
す
る
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
パ
リ
の
時

代
へ
と
変
遷
し
て
い
た
。
中
野
先
生
を
始
め
と
す
る

日
本
の
若
い
画
家
た
ち
は
、
ド
ラ
ン
、
ヴ
ラ
マ
ン
ク
、

ル
オ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
等
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
画
風
を
形
成
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
先
生
は
特
に
、
ド
ラ
ン
や
ピ
カ
ソ
の
作
品
を
評
価

し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
「
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の

画
家
を
師
匠
と
し
て
は
交
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
ド
ラ

ン
と
ピ
カ
ソ
の
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
作
品
を
非
常

に
愛
し
た
。
敏
感
と
聡
明
な
彼
は
他
の
人
の
画
に
影

響
さ
れ
る
事
は
な
く
適
度
に
自
己
を
保
育
し
た
。
追

求
と
努
力
は
目
覚
ま
し
か
っ
た
。
」
と
里
見
勝
蔵
が

「
巴
里
に
於
け
る
中
野
君
」
の
中

で
語
っ
て
い
る
。

３
　
作
　
　
品

　
中
野
先
生
の
作
品
に
お
い
て
は

人
物
像
、
群
像
、
風
景
が
主
要
な

テ
ー
マ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
１
９
２
７
年
パ
リ
か
ら
帰
国
す

る
と
第
八
回
帝
展
に
「
婦
人
座
像
」

写
真
②
を
出
品
し
特
選
と
な
る
。

哀
愁
の
漂
う
こ
の
作
品
は
「
前
田

寛
治
が
、
人
物
の
気
品
、
色
調
、

筆
触
の
新
し
い
感
覚
を
褒
め
た
作

品
で
コ
ロ
ー
の
影
響
も
感
じ
ら
れ
る
。」

と
評
さ
れ
て
い
る
。
（
注
１
）
同
時

に
出
品
し
た
「
青
衣
の
女
」
③
と

見
比
べ
る
と
同
じ
モ
デ
ル
で
あ
る

事
が
わ
か
る
が
、
描
き
方
は
異
な

り
、
画
家
の
関
心
は
人
物
の
表
情

や
性
格
を
表
す
事
に
向
け
ら
れ
て

は
お
ら
ず
、
形
体
の
単
純
化
や
色

彩
の
対
照
、
統
一
等
の
造
形
上
の

問
題
に
向
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
構
図
と
色
調
で
描
き
分
け
よ
う

と
し
て
い
る
事
に
気
づ
く
。
（
注
２
）

後
の
作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

な
、
形
体
の
単
純
化
を
敢
え
て
同

⑤
「
無
　
題
」
（
１
９
３
０
）

④「風景を配せる我家庭」（1928）
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じ
モ
チ
ー
フ
で
試
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
の
代
表
作
「
婦
人
座
像
」
に
描
か
れ
た
顔
は
無

表
情
で
あ
り
、
作
家
の
関
心
は
人
物
の
表
情
で
は
な

く
頭
や
身
体
全
体
の
量
感
な
ど
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
（
注
３
）
先
生
は
人
物
画
の
研
究
を
滞
欧
中
の

目
的
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
人
物
の

表
情
よ
り
も
形
体
の
量
感
を
表
現
す
る
事
を
目
指
し

て
い
た
事
が
見
て
取
れ
る
。
先
生
の
描
く
人
物
は

「
形
体
を
大
き
な
色
彩
の
量
塊
と
し
て
と
ら
え
て
お

り
、
荒
い
筆
触
に
よ
る
色
彩
相
互
の
関
係
に
お
い
て

空
間
の
奥
行
や
人
体
の
量
感
が
表
さ
れ
て
い
る
。
」

と
宮
城
県
美
術
館
の
酒
井
氏
が
「
中
野
和
高
と
そ
の

時
代
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
先
生
は
帰
国
後
帝
展

等
に
そ
れ
ら
を
体
現
し
た
作
品
を
発
表
し
て
そ
の
真

価
を
問
お
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
作
品
の
テ
ー
マ
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
人

物
作
品
か
ら
群
像
作
品
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
九
回
展
で
は
群
像
作
品
「
風
景
を
配
せ
る
我
家

庭
」
写
真
④
を
出
品
し
、
翌
年
再
び
群
像
を
描
い
た

「
聴
音
」
を
出
品
し
、
３
回
連
続
し
て
特
選
を
獲
得

し
審
査
員
と
な
る
。
両
作
品
共
家
庭
生
活
の
一
コ
マ

が
描
か
れ
て
い
て
、
留
学
の
成
果
を
世
に
問
う
大
作

で
あ
っ
た
。
そ
の
画
面
構
成
や
色
彩
表
現
は
高
く
評

価
さ
れ
、
日
本
洋
画
界
の
新
し
い
潮
流
を
担
う
作
家

と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
２
作
品
に
加
え
て
、
「
無

題
」
写
真
⑤
「
少
憩
」
と
４
年
連
続
し
て
群
像
作
品

を
出
品
し
作
品
の
テ
ー
マ
は
個
人
の
人
物
か
ら
群
像

へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
。

　
こ
の
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
帝
展

の
会
場
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
さ
と
内
容
の

た
め
に
大
画
面
と
い
う
新
し
い
課
題
に
取

り
組
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
少
憩
」

は
家
族
の
群
像
で
、
前
景
に
多
く
の
人
物

を
配
し
て
複
雑
な
人
物
の
構
成
と
な
っ
て

お
り
後
景
に
広
々
と
し
た
眺
望
を
描
い
て

お
り
、
大
画
面
の
中
で
人
物
と
風
景
を
融

合
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
見
ら
れ
る
。

　
「
無
題
」
で
は
個
々
の
人
物
を
性
格
の

描
写
で
は
な
く
量
塊
と
し
て
と
ら
え
、
そ

れ
ら
の
組
み
立
て
に
よ
っ
て
大
画
面
を
構

成
し
て
い
る
。
「
聴
音
」
も
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
人
物
の
組
み
合
わ
せ
だ
が
、
統
制

の
効
い
た
色
調
が
画
面
の
緊
密
な
ま
と
ま

り
を
高
め
て
い
る
。
（
注
４
）

４
　
仙
台
と
の
繋
が
り
と
信
仰

　
中
野
先
生
は
牧
師
で
あ
っ
た
父
高
弥
氏

に
つ
い
て
、
「
米
国
留
学
後
、
明
治
　
年
35

か
ら
長
く
仙
台
で
布
教
に
努
め
た
。
東
北

大
凶
作
の
際
に
は
仙
台
育
児
院
を
開
設
し

た
り
し
て
　
才
の
高
齢
に
至
る
ま
で
、
そ

80

の
院
長
と
し
て
生
涯
を
ク
リ
ス
ト
教
の
た

め
に
捧
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
と
「
作
家

の
言
葉
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
「
少
女

③
「
卓
に
寄
れ
る
婦
人
（
青
衣
の
女
）」
（
１
９
２
７
）

⑥
「
少
女
」
（
1
9
5
7
）
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像
」
は
先
生
が
そ
の
生
涯
を
通
し
て
手
掛
け
た
主
題

で
あ
る
が
、
特
に
芸
術
院
賞
に
輝
い
た
１
９
５
７
年

の
「
少
女
」
写
真
⑥
は
、
ベ
ー
ル
を
被
り
、
手
に
聖

書
を
握
り
し
め
た
清
楚
な
姿
に
「
僕
自
身
も
ま
た
至

上
の
神
に
か
し
ず
く
信
仰
の
人
と
な
っ
て
い
る
。
」

と
語
っ
た
自
身
の
信
仰
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
い
え

る
。

　
先
生
は
旧
制
仙
台
第
一
中
学
校
卒
業
後
上
京
す
る

ま
で
を
仙
台
で
過
ご
し
て
い
る
。
創
元
会
記
念
展
出

品
の
た
め
、
作
品
を
お
借
り
し
た
宮
城
県
美
術
館
に

も
先
生
の
多
く
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
節
目

節
目
に
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。

愛
媛
県
に
生
ま
れ
、
宮
城
県
に
育
っ
た
中
野
先
生
に

因
む
展
覧
会
と
し
て
、
１
９
８
７
年
に
は
両
県
美
術

館
で
「
中
野
和
高
と
そ
の
時
代
」
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
図
録
に
は
　
点
も
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

70

　
２
０
１
９
年
に
は
、
「
宮
城
県
美
術
館
特
別
展
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
再
発
見
　
東
北
の
作
家
た
ち
」
と
銘

打
ち
、
宮
城
県
の
美
術
振
興
に
貢
献
し
た
中
野
先
生

の
「
赤
衣
の
女
」
「
婦
人
座
像
」
「
無
題
」
が
並
べ
て

展
示
さ
れ
た
。
「
三
つ
の
作
品
か
ら
は
、
キ
ュ
ビ
ズ

ム
か
ら
写
実
的
な
表
現
に
戻
っ
た
ピ
カ
ソ
を
的
確
に

受
容
し
、
日
本
、
そ
し
て
宮
城
に
伝
え
よ
う
と
す
る

作
者
の
静
か
な
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
」
と
学

芸
部
長
の
和
田
氏
が
述
べ
て
い
る
。

　
先
生
は
又
、
昭
和
５
年
に
地
元
の
画
家
達
と
第
１

回
東
北
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
て
審
査
員
を
務
め
、

今
日
の
公
募
展
、
河
北
美
術
展
の
母
胎
を
作
る
の
に

大
き
な
功
績
が
あ
っ
た
。

５
　
エ
ピ
ロ
ー
グ

　
中
野
先
生
逝
去
の
翌
年
１
９
６
６
年
に
東
京
都
美

術
館
主
催
で
「
中
野
和
高
回
顧
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

鈴
木
千
久
馬
先
生
が
「
回
顧
展
に
寄
せ
て
」
と
題
し

て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
「
中
野
君
は
返
す
返
す

も
惜
し
い
こ
と
を
し
た
。
こ
ん
な
に
早
く
逝
か
れ
る

と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
全
く
世
の
無
常
を
痛

切
に
感
じ
て
い
る
。
（
略
）」
こ
れ
は
、
中
野
先
生
の

芸
術
院
会
員
内
定
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
た
鈴
木
先
生

の
無
念
の
言
葉
で
あ
る
。

　

後
に
、
こ
の
拙
文
の
資
料
の
多
く
は
、
先
生
の

作
品
を
お
借
り
し
た
宮
城
県
美
術
館
の
図
録
「
中
野

和
高
と
そ
の
時
代
」
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
ま
た
、
作
品
を
お
借
り
し
た
経
緯
か
ら
知
己
を
得

て
、
中
野
和
高
先
生
と
同
様
に
そ
の
人
間
性
の
素
晴

ら
し
さ
を
以
っ
て
尊
敬
申
し
上
げ
る
、
ご
子
息
、
中

野
和
明
先
生
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
た
事
を
感

謝
申
し
上
げ
追
記
と
致
し
ま
す
。

以
　
上
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